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本県域の土師器［林田 2002］，埴輪［竹田 2000，竹中 2003］，馬具［宮代 1996］，横穴式石室［藏冨士
1999］などについての研究成果も参考にした（図 1・表 1）。













　荒尾市別当塚東古墳・西古墳の 2基はそれぞれ径 44 ｍと30 ｍの大型円墳で，東古墳が県内でも
早い段階の集成編年 6期に導入された初期の北部九州系横穴式石室であり，円筒埴輪や家形埴輪
をもつ［勢田 1992a］。塚山古墳は径約 40 ｍの大型円墳であり，亀原古墳は箱式石棺を埋葬主体と
する径 15 ｍの円墳［田添ほか 1979］。これらに続くのが狐塚 1号墳・2号墳で，共に家形石棺を内
部主体とする［三島 1954a］。全長 47 ｍの前方後円墳の荒尾市三ノ宮古墳は，短甲と冑をつけたい
わゆる武装石人が立ち，内部主体は装飾をもった横穴式石室であったらしい［梅原ほか 1925a，三島
1984a，勢田 1992b，島津 1992］。集成編年 8期の 5世紀後頃の所産とみられる。






























続して約 15 基の古墳が散在する。内容が明らかな古墳として全長 78 ｍの前方後円墳である院塚古
墳［乙益ほか 1965，坂本 1965］は，後円部に舟形石棺 4基が埋置されていた。そのうち 2号石棺か
らは鉄斧・鉄剣が出土し，3号石棺から半円方形帯同向式神獣鏡 1面・硬玉製勾玉 2・琥珀製勾玉 1・
硬玉製棗玉 10・管玉 100・切子玉 10・ガラス小玉 100・鉄剣・直刀等が出土し，4号石棺からは碧
玉製管玉2が出土した。墳丘には底部穿孔壺形土師器をめぐらし集成編年4期に属するとみられる。







































1980，髙木正文 1984a，竹田・末永 2005］・石貫穴観音（5基）［濱田 1917，西住・宮本 1980，髙木正文
1984b］・大平寺（7基）・塔の尾（1基）・古城（45 基）［髙木正文 1984c］・富尾浦谷（12 基）・原（16 基）［髙






















































































例があり［橿原市教育委員会 2001］，前者は集成編年 10 期，後者は終末期の構築と考えられている。







　さて小路古墳からは，耳環・硬玉製勾玉・管玉・小玉・鉄鏃・馬具（轡 4・鞍金具 1・雲珠 1・
辻金具 2・飾金具 2）・須恵器・土師器などが出土しており［田添 1966］，この古墳の横穴式石室に
は奥壁に沿って舟形石棺を横置きに配置する。舟形石棺の配置や石室構造からみた古墳の築造時期
は，馬具から考えられるTK43 期［宮代 1996］より遡る 8～ 9期となる可能性を考えておきたい。
　大坊古墳は，複室構造横穴式石室をもち，玄室奥壁に沿って石屋形を構築している［梅原 1917a，
田添 1967，保存科学研究会編 1979，田添 1984a，髙木正文 1992a］。古墳の石屋形内面には連続三角文




　馬出古墳は径約 16 ～ 20 ｍの円墳で，横穴式石室内に石屋形を配置するが，石屋形の西側床面に
は頭部を安置するために 2箇所を掘りくぼめ並置式の枕配置となっている。石屋形の内面や袖石外
面に円文・連続三角文を線刻で描き，天井石は板石を架している。出土遺物として瑪瑙勾玉・水晶玉・
ガラス小玉・耳環・鉄鏃・刀子等が出土している［田添 1984b］。永安寺東古墳は径約 13 mの円墳で，
阿蘇溶結凝灰岩の切石で構築した横穴式石室をもち，石室内には石屋形を埋置する。前室，羨道部
と玄室の石室幅がほぼ同じであり，石屋形や羨道部に赤色顔料による連続三角文，円文，馬などを
描き，玄門部楣石には花崗岩を用いている。古墳の時期はおおよそTK209 併行期で集成編年 10 期
の所産とみられる。永安寺西古墳は約16ｍの円墳であり，この古墳も東古墳と同じく石屋形をもち，
赤色顔料による円文の装飾を玄室に施す［梅原 1917b，田邉 1984］。2003 年までに行われた史跡整備
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身には枕を作り出している。棺内に熟年男性の人骨 1体が検出され，珠文鏡 1・碧玉製管玉 3・短
剣・外装付短剣が棺内に副葬されていた。墳頂から底部穿孔土師器が数個体出土し，大塚古墳に次

















主体部は不明ながら径約 20～ 25 ｍの円墳で，木蓋土壙墓（17SX）・箱式石棺墓（33SX）の周辺埋
葬が判明しており，この古墳群の盟主墳となっている。2号墳の埋葬主体は木棺である可能性も考
えられよう。3・4号墳からは阿蘇溶結凝灰岩片が採集されており，舟形石棺である可能性がある。
　城ヶ辻 6号墳は 13 ～ 14 ｍの円墳で，石障を持った複室の横穴式石室の可能性があり，玄室の長
さ 2～ 2.2 ｍ・幅 2ｍを測る。奥壁に沿って安山岩を用いた石屋形が埋置してあったようであり，6
号墳から耳環 1・垂飾付耳飾遊環部 1・ガラス製小玉 22・鉄鏃 15 以上・刀子・直刀・楕円形鏡板付轡・
飾金具・鉸具・責金具・須恵器・土師器等が出土している。出土遺物からTK23 ～ 47 期，集成編
年 8期の築造とみられる。
　城ヶ辻 7号墳は径約 9ｍの円墳で，主体部に竪穴系横口式石室をもつ。石室は幅 0.6 ～ 0.75 ｍで，
長さ 2.2 ｍ，高さ 1.1 ｍの狭長な石室に玄門立柱を持つ両袖式石室である。耳環 1・ガラス製小玉 1・
ガラス製丸玉 2・碧玉製管玉 9・鉄釧 1・鉄鏃 25 以上・刀子 4以上・直刀 1・素環鏡板付轡・雲珠・















　後円部石棺からは老年女性 1・熟年男性 1・老年男性 1・不明 1の計 4体が発見されており，棺
内から鉄鏃，棺外からはヤリガンナ・鉄斧・鉄釧等が見つかっている。後円部 1号壺棺からは壮年
男性 1，後円部 2号壺棺からは成年女性 1が発見され，前方部石棺からは壮年女性 1が発見され，
集成編年 3期と考える。
　松坂古墳は径約 20 ｍの円墳であり，墳頂部に舟形石棺と箱式石棺が 1基ずつ並んでいる［益永・
坂田 1999］。墓壙切り合いの観察結果から舟形石棺が初葬で，箱式石棺が後葬という。ただ，舟形
石棺内部には 4体，箱式石棺には 2体の人骨が検出され，箱式石棺から碧玉製管玉 1と碧玉製小玉

















刀をはじめ銅鏡 6面・冠帽 3・垂飾付き耳飾 2対・耳環 1対・沓 1対・帯金具・勾玉 7・管玉 14・
ガラス小玉 90 余・冑 1・頚甲・短甲・鉄鉾・鉄剣・鉄刀・鉄鏃・轡・輪鐙・三環鈴等がそれで，
これらは追葬を含め 3時期にわたる遺物とみられる。集成編年 8期から 9期にかけて時期の副葬遺
物である。円筒埴輪・朝顔形埴輪をもち，周溝からも須恵器が発見された。
　鉄刀銀象嵌銘の「獲 加 多 支 鹵 大 王」の表現は，雄略天皇を表すとみられ，わが国古代史の一
級資料として評価され，初葬は集成 8期のはじめころとみられる［梅原 1922a，西田・佐藤 1976，乙
























原 1922b，角田 1996，中司 2007］。
　なお，この地域は横穴墓が盛んに造られており，旧菊水町内で 20 群 140 基以上が知られている。
主として菊池川やその支流である江田川に面した阿蘇石の岩肌に掘り込まれ，長刀・北原横穴墓群
（10 基）では，妻入の平面プランのものや，飾り縁に円文や連続三角文などの装飾を施すものが知




















田 1993，藏冨士 1998］。八角目の 3基の古墳は，集成編年 10 期から終末期にかけて順次築造された
ものとみられる。




























で描く［下林 1927a，原口 1984a，桑原 1992b］。チブサン古墳にはヤッコ凧形の石製表飾をもち，集
成編年 9期に位置付けできる。






　付城横穴墓群（97 基以上）の 28・32・67・72 号墓の奥には石屋形を表現するが，この横穴墓で
は実際に石材を持ち込んで石屋形を作っているという特徴があり［隈 1984b］，その構造は通常の横
穴式石室のものと殆ど同じ作りになっている。どの横穴墓から出土したものか不明ながらTK23 型
式に属する が出土している［松本・勢田 1982］。城横穴墓群（49 基以上）には様々な構造の横穴






髙木正文 1984k］。鍋田横穴墓は 61 基の横穴墓からなり，様々なバリエイションの横穴墓を見るこ
とができる。特に鍋田 27 号横穴墓の装飾は，人物・弓・弓矢・靱・盾・鞆等が描かれており，筑
後藩士矢野一貞が『筑後将士軍談』に記録として残している［矢野 1853］。










銭亀塚（別称：ひょうたん平）古墳は，全長 65 ｍ，後円部径 27 ｍ，前方部幅 32 ｍの前方後円墳
で，内部主体にはやや長方形プランの石障系横穴式石室を有する。玄室の長さ 3.35 ｍ，幅 2.17 ｍで，
横口部は玄室床面より 45～ 55 ㎝高くなっている。玄室の内部の四周にめぐらされた石障は阿蘇石
を用い，集成編年 5期の所産とみられる［中村幸史郎 1989］。
　岩野川が菊池川本流に合流する付近に所在する金屋塚古墳は石室構造等が不明ながら円筒埴輪を
もつ。径 30 ｍほどの円墳で周溝がある［原口 1985］。埴輪は八女市釘崎 2号墳，立山山 2号窯の製
品に極めて類似し，同一工人系譜に連なる可能性がある（後述）。なお，金屋塚古墳をはじめとし











すのみで，全長 35.5 ｍ，後円部径 22 ｍ，前方部幅 21 ｍの前方後円墳で盾形の周溝をもつ［原口
1984f，倉原 1992］。このほか，復元径 22 ｍの円墳の京塚古墳，径 12 ｍの円墳で横穴式石室をもつ
毘沙門塚古墳，倉塚古墳・猿楽塚古墳などの存在も知られている［中村幸史郎 1989］が，詳細につ
いてはわからない。なおこの地域には横穴墓群はこれまで確認されていない。






　岩原双子塚古墳は，全長約 102 ｍ，盾形をなす周溝を含めた総長は 139 ｍを測る前方後円墳で，
円筒埴輪をもつ。集成編年 5～ 6期とみられ，この古墳を主墳として岩原古墳群が形成される［隈
1992a］。径約 31 ｍの下原古墳は黒斑をもつ円筒埴輪をもち，寒原古墳は径約 27 ｍの円墳で，寒原
2号墳からは道路工事中に家形石棺が発見されている［隈昭志・杉村彰一 1965］。馬不向（ウマムカズ）
古墳は径 27 ｍ，狐塚古墳は径約 18 ｍで横穴式石室を有する［緒方・森山 1982］。
　山鹿市小原の竜宮遺跡からは舟形石棺・箱式石棺・石蓋土壙墓などが発見されており［隈昭志・
杉村彰一 1966］，小原大塚石棺は棺身の長さ 156 ㎝，幅 62 ㎝の家形石棺で刀子が副葬されていた。
久保原古墳は，凝灰岩を用いた組合式箱式石棺で，珠文鏡・鉄刀・ヤリガンナ・刀子・鉄製鍬先が













いたもので，1号石棺は棺身長 239 ㎝，幅 76 ㎝を測る。2号石棺は家形石棺で，櫛 4・刀子・直刀・





















重な拠点集落遺跡である［中村幸史郎ほか 1982，中村・坂本 1984，中村・坂本 1987，中村・山口 2001，
山口 2004］。
　辻古墳は，復元径 30 ｍの円墳で，幅約 7ｍの周溝をもつ。主体部として，舟形石棺 1基・家形









第 1周溝と幅 2ｍの第 2周溝の 2重になる周溝をもち，第 2周溝の外側南東方向に造り出しをもつ
前方後円墳である。推定全長 60 ｍ以上はありそうであり，後円部径は 40ｍあるものと思われる。
大量の円筒埴輪や朝顔形埴輪，馬形・鳥形・人物などの形象埴輪が発見されている。集成編年 9～
10 期の有力古墳である［隈 1992b，山口 2003］。
　亀塚古墳は，旧状を大きく変形しているが本来は全長 73ｍ，後円部径 28ｍ，前方部幅 14.6 ｍの
前方後円墳である。この古墳の東約 200 ｍに位置するのが清水山古墳で，円墳に家形石棺らしい凝
灰岩の破片が見つかっている。
　馬見塚古墳群は江戸時代には 10 基の古墳があったといわれるが，現在は 7基が残る。中でも 5
号墳は径約 40ｍの立派な円墳で，残念ながら詳細はわからない。神社裏古墳は全長 30 ｍ，後円部
径 20 ｍの前方後円墳で［中村 1989］，墳丘は大きく削られており，これも詳細はよくわからない。
　方保田古墳は残存部での最大径 26.5 ｍを測る円墳のようであり，ここに 2基の埋葬施設があっ
たという。そのうちの 1基は破壊されていたために詳細は不明であるが，もう 1基は二重に石囲い











は径 15.8 ｍ，高さ 3ｍの円墳である小町塚古墳と小町塚西箱式石棺があり，小町塚古墳は舟形石棺
をもつ。
　大塚古墳は径 32 ｍ，高さ 5ｍの円墳であり，周溝をもつ。主体部は舟形石棺 1基と長持形石棺
に似た形状の石棺 1基。をもち，舟形石棺の周囲から車輪石片と勾玉・管玉・鉄剣が発見されてお
り［原口 1959b］，集成編年 4期の所産とみられる。周溝の外側から 2基の蒲鉾形棺蓋を有する組合
せ式石棺と，1基の石蓋土壙墓が見つかっており，大塚古墳の周辺埋葬遺構として位置付けできる。
1号石棺からは 3体の人骨が確認された［桑原 1986］。
　頂塚古墳は径 28 ～ 30 ｍの円墳で，主体部は舟形石棺と箱式石棺のそれぞれ 1基ずつもつ。舟形
石棺は棺蓋の両小口に一つずつ，長辺にも一つずつの円柱状縄掛突起をもち，棺身の一方には二つ
のくぼみを並べた枕を表現しており，並置埋葬を想定している。舟形石棺からは滑石製勾玉 50・
臼玉 30・異形垂飾品 1・ガラス小玉・刀子が出土しており，箱式石棺からは 2体の人骨と鉄鏃 2本
も検出され，初葬は集成編年 5期であろう［富田 1986。坂本重義 1989］。平原塚古墳の墳丘はすでに









古墳）も径 10 ｍの円墳で，これにも横穴式石室がある［長谷部・岡本 2000］。
　湯の口横穴墓群（258 基）の実数はもっと増えると予想され，熊本県内で最も数が多い横穴墓群
である。五つの谷に広がり，3～ 4段のテラスに掘り込まれている。菊池川流域の中ではその多く
が装飾をもっているが，175 号墓 1 基にだけ鉄鏃か鉾のような浮彫がある。これまで 92 基が調査
され鉄鏃や刀子・馬具・耳環・玉類など豊富な遺物が発見されている［中村幸史郎 1986b，中村幸史



































2 別当塚西古墳 荒尾市本井手亀原 円墳 直径30 ｍ
3 別当塚東古墳 荒尾市本井手亀原 円墳 直径44 ｍ Ⅳ期円筒，家形埴輪 初期横穴式石室 勢田廣行1992a
4 塚山古墳 荒尾市下井手 円墳 直径40 ｍ
5 院塚古墳
岱明














8 伝左山古墳 玉名市繁根木北 円墳 直径35 ｍ Ⅴ期円筒埴輪 石障系横穴式石室，舟形石棺 梅原・下林・古賀1925b








染山横穴墓群群11 経塚古墳 玉名市天水町辺田見城ノ平 円墳 直径50 ｍ 壺形埴輪 舟形石棺 帆足文夫1967
12 小塚古墳 玉名市天水町辺田見城ノ平 円墳 直径33 ｍ 壺形，円筒埴輪 中川裕二1998
13 山下古墳
菊水







14 若宮古墳 玉名郡和水町江田字中小路 前方後円墳 全長30 ｍ以上 円筒埴輪 髙木正文2006，西田道世ほか2007a
15 虚空蔵塚古墳 玉名郡和水町江田字清原 前方後円墳 全長44.5 ｍ Ⅳ期円筒，人物埴輪 緒方勉・森山栄一1982



















鍋田横穴墓群19 馬塚古墳 山鹿市城鬼天神 円墳 直径25～30 ｍ 装飾横穴式石室（石屋形）
20 オブサン古墳 山鹿市城西福寺 円墳 直径30 ｍ 装飾横穴式石室（石屋形） 桑原憲彰1987b
21 竜王山古墳
山鹿東





22 銭亀塚古墳 山鹿市名塚字野馬見 前方後円墳 全長65 ｍ 石障系横穴式石室 中村幸史郎1989
23 御霊塚古墳 山鹿市熊入字北原 前方後円墳 全長35.5 ｍ 原口長之1984f
24 臼塚古墳 山鹿市石，臼塚 円墳 直径30 ｍ Ⅴ期円筒，朝顔形，人物埴輪 装飾横穴式石室（石屋形） 原口長之1956a
25 金屋塚古墳 山鹿市石，金屋塚 円墳 直径30 ｍ Ⅳ期円筒，朝顔形埴輪 原口長之1985
26 岩原双子塚古墳
鹿央





小原大塚横穴墓群27 下原古墳 山鹿市鹿央町岩原字寒原 円墳 直径31 ｍ Ⅲ期円筒，朝顔形，盾形埴輪 緒方勉・森山栄一1982
28 中村双子塚古墳
方保田




29 神社裏古墳 山鹿市方保田字尾跡 前方後円墳 全長30 ｍ
30 亀塚古墳 山鹿市方保田字塚の本 前方後円墳 全長73 ｍ
31 馬見塚5号墳 山鹿市方保田権現の前 円墳 直径40 ｍ
32 辻古墳 山鹿市方保田　辻 円墳 直径30 ｍ 舟形，家形，箱式石棺等4基 原口長之1985
33 津袋大塚古墳
鹿本





浦田横穴簿群34 頂塚古墳 山鹿市鹿本町津袋大塚 円墳 直径28～30 ｍ 舟形，箱式石棺の2基 富田紘一1986，坂本重義1989
35 蛇塚古墳
菊池南







36 フタツカサン古墳 菊池市木柑子下向原 前方後円墳 全長65 ｍ 2重周溝，後円部に張り出し。石製表飾（人物） 阿南亨2002
37 木柑子高塚古墳 菊池市木柑子 前方後円墳 不明 くびれ部付近から石製表飾（人物等）4体 古城史雄・古森政次2001
















号墳は径 18ｍ，高さ 2.5 ｍを測る安山岩割石積みの単室横穴式石室で，石室内の全
面に赤色顔料が塗られる。人骨・土師器・須恵器が発見され，5世紀後半との所見







南 2002］，集成編年 9期の所産とみられる。この古墳から西側約 800 ｍ離れたとこ
ろにある木柑寺高塚古墳からも石人 4体が発見されており，墳丘規模は不明ながら
前方後円墳である可能性が高い。雲珠，留金具，鉄鏃をはじめとして，須恵器など










































































































































































































































































































































































































































































みられる［松本健郎 1987］。袈裟尾高塚古墳は径 20 ｍを越える円墳で，線刻による装飾をもった横
穴式石室をもち，耳環・勾玉・ガラス玉・鉄鏃・轡等が発見されている。集成編年 10 期の所産で




でに 3回の調査が行われ，多数の出土遺物が知られ，集成編年 10 期に築造され，7～ 8 世紀まで
追葬が行われたとみられる［杉村彰一 1980，松本健郎・西住欣一郎 1989，帆足俊文 2001］。周辺には





粘土槨がそれで，前者は内法長さ 155 ㎝，幅 35 ㎝の土壙を掘り，粘土で枕を作る。男性人骨 1体
が検出され，石棺の粘土被覆と思われるところからヒナ形鉄斧，鉄斧の一部とみられる鉄製品 2点
などが見つかっており，舟形をした棺蓋は上面に方形区画をほどこしたものである。後者は，長さ
255 ㎝，幅 50 ㎝の割竹形木棺が納められていたようで，集成編年 5期と想定される［坂田 1991］。
この古墳の周辺では巨石を利用した横穴式石室をもつ立徳鬼の竈古墳がある。この他，尾迫古墳は
径約 12ｍの円墳で，内部主体は石室内法長 240 ㎝，幅 250 ㎝の方形プランの単室横穴式石室であり，
石室内から石屋形の部材ともみられる屋根形をした蓋石がみつかっている［池田 1991］。集成編年
9～ 10 期と考えられる。頭合古墳は径約 20 ｍの円墳で，内部に横穴式石室をもつ。銭亀塚古墳群






















　慈恩寺経塚古墳は，径 53 ｍで 2段築成の大型円墳であり，葺石・埴輪をもつ。主体部は直葬さ
れた舟形石棺。棺身の両小口に 2個ずつの円柱状縄掛突起を作りだす。長さは 2.81 ｍ，突起を除





墳，円墳の豊田古墳があり，玄蕃塚古墳は径 26.6 ｍ，高さ 7ｍの円墳で内部主体として横穴式石室
をもつ。加茂（宮穴）横穴墓群（24 基）からは，人骨・金銅環・丸玉・小玉・圭頭柄頭・須恵器












　この地域には高熊古墳，塚園 1号墳，石川山 2号墳，横山古墳など 4基の前方後円墳が知られて
いる。高熊古墳は，合志川に臨む丘陵縁辺部に位置する。古墳の主体部の詳細は不明で，墳丘長72ｍ，
















　塚園古墳群は，前方後円墳 1基（1号墳），円墳 4基（2～ 4 号墳）の 5基からなる。1号墳は現
存長約 40 ｍ，後円部径約 14 ｍ，前方部幅約 13 ｍの前方後円墳で［松本健郎 1992b］，2号墳は最大
径 32 ｍ，高さ 5.5 ｍ，3 号墳は最大径 4.5 ｍで主体部は組合式家形石棺，4号墳は径 15 ｍで周溝・
陸橋をもち，TK47 型式の須恵器無蓋高坏や土師器，凝灰岩片が出土している。5号墳も径 15 ｍで
周溝をもち，周溝から土師器片や凝灰岩が，客土からガラス玉が出土している［後藤 2002］。石櫃
遺跡鬼塚古墳は，径 30 ｍの円墳で，安山岩で築いた石室に阿蘇石製家形石棺をもち，集成編年 7
期頃の所産とみられる。
　石川山古墳群は，小野川の右岸にある。石川山は，南北約 600 ｍ，東西約 350 ｍ，周囲との比高
差 40 ｍ弱の独立丘陵。ここに全長 34 ｍの前方後円墳の 2号墳と，11 基の円墳からなる計 12 基の
古墳が二つの群を形成して存在する。2号墳は後円部径 22 ｍ，高さ 4ｍ，前方部推定幅 10 ｍ，高
さ 2ｍで帆立貝式を呈する。石川山 1・2 号墳の主体部や時期は不明。3号墳から 5号墳は集成編
年10期を中心とする横穴式石室を主体とする。9号墳は家形石棺で，6～8号墳は石障系横穴式石室，
10 ～ 12 号墳は舟形石棺の可能性がある。6号墳からは耳環・管玉・ガラス小玉・鉄鏃・須恵器が，
7号墳からは硬玉製勾玉・ガラス小玉・毛抜形鉄器・鉄鏃・須恵器が出土し集成編年 8期，8号墳
からは管玉・鉄鏃・刀子・曲刃鎌・須恵器が，9号墳からは内湾鏡板付轡・鉸具・鉄刀片・刀子・
須恵器等が発見され集成 7～ 8期とみられる。この石川山古墳群は，集成編年 6・7期から 10 期に
かけて連綿と築造された小首長層の墳墓であろうとみられる［田邉・原口ほか 1968，原口・隈 1984，
中原幹彦ほか 1994］。
　横山古墳は，全長 40 ｍ，後円部直径 29 ｍ，前方部幅 19 ｍの前方後円墳で，主体部は狭長な羨
道部をもつ横穴式石室であり，玄室奥壁に石屋形を配する。石屋形や玄門部天井石，仕切石などに
連続三角文や双脚輪状文，同心円文などの装飾を施す。玄室内から人骨 3体以上，金環 11・勾玉 3・
管玉 2・丸玉小玉約 200・鉄鏃・刀子・刀装具・轡・尾錠・飾金具・須恵器多数が発見され，集成
編年 9～ 10 期の所産であろう［上野・桑原 1980，上野辰男 1984，桑原憲彰 1992e］。
　鬼のいわや古墳は，径 20 ｍの円墳で，内部主体は複室構造横穴式石室をもつ。玄室奥壁に石屋
形をもつ凝灰岩切石造りの石室で金環 2，勾玉 1，小玉 8，鉄鏃等が出土している。投刀塚古墳は
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形石棺から方格八乳鏡・剣・鉄鉾・辻金具・轡・鉄鏃等が出土している［梅原ほか 1925c］。径約 15 ｍ，
高さ 4.5 ｍの円墳の高江出分塚山古墳も家形石棺である。富出分古墳は箱式石棺，村吉古墳・南住


































































































含む生坪古墳群があり，その生坪塚山古墳は径 25ｍ，高さ 4.5 ｍの円墳で，前方後円墳という見方
もあるが，その可能性は少ない。石立古墳は家形石棺の棺蓋に連続三角文を浮彫で表した珍しい石
棺で，内部からは女性人骨が発見された［隈 1976，隈 1984e］。八反原遺跡は方形周溝墓 10 基，円













　黒松古墳群は，6基の円墳からなる。1号墳のヌレ観音古墳は径 37 ｍ，高さ 7.5 ｍの円墳で，墳
丘裾部から凝灰岩製箱形石棺が発見された。2号墳は径約 10 ｍの円墳で，3号墳は推定径 15 ｍ，
高さ 1.3 ｍの円墳。4号墳は鬼塚古墳と呼ばれ，現存径 6ｍ，高さ 2～ 3ｍの円墳とみられる。5号











集成編年 10 期から終末期にかけて築造されたとみられる［米村ほか 2006］。萩迫横穴墓群は 6基が
調査され，金環・ガラス小玉・土製丸玉・滑石製丸玉・鉄鏃・刀子・轡・須恵器・土師器等が発見
されている。



























































































































































































































たとすれば，具体的には八女市の立山山 2号窯は有明海海岸から約 25 ㎞の内陸部にあり，矢部川
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髙木恭二 1990，隈　昭志 1992d，甲元眞之 1995，宮
崎敬士 1995，髙木恭二 1995，髙木恭二 1997b，髙
木恭二・藏冨士 寛 1998，中村幸弘 1998，髙木恭


















1991・中村安弘 2001・髙谷ほか 2001・亀田 2007 を参考
にした。
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7 石川山 2号墳：田邉哲夫・原口長之ほか 1968
8 下御倉古墳，9上御倉古墳：乙益重隆 1962
（宇土市教育委員会，国立歴史民俗博物館共同研究員）
（2011 年 7 月 25 日受付，2011 年 11 月 11 日審査終了）
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At the present time it is impossible to identify the location of the Marozuka Tomb. The author 
conjectures that the tomb was at least located in the vicinity of the mid-Kikuchi River watershed, near 
the left bank of the Ko-shi River, a tributary of the Kikuchi River. In this study I focused on the mid-
Kikuchi River watershed, hypothesized to include the Marozuka Tomb, charted aspects of the tumuli 
and horizontal tombs of all phases of the Kofun Period, and examined the mutual relationships（lines）
between headman graves and the unique features of tumulus culture in the area of the mid-Kikuchi 
River watershed. The aim was to conjecture the historical background to the construction of the 
Marozuka Tomb from a point of view centered on the Kikuchi River watershed.
In the Higo area inclusive of the Kikuchi River, major tumuli are concentrated in thirteen areas. 
Among them, the three areas of the Seki River, the lower Kikuchi River watershed, and the mid-
Kikuchi River watershed are signifi cant as areas of major tumuli distribution. These three areas can be 
further subdivided into smaller regions, and the characteristics of eighteen such areas were surveyed. 
It was shown that unique tumuli with distinctive features were constructed in each area, and that they 
contain grave goods that are worthy of note. 
I discussed the features of the tumuli culture in these areas by organizing them into these 
five categories:（1）the genealogy of stone coffins,（2）the genealogy of stone chambers,（3）the 
distribution of decorated tumuli,（4）the distribution and regional spheres of headman graves, and
（5）transportation routes. I paid particular attention to transportation routes, examining them in 
detail according to fi ve viewpoints:（a）the roads along which haniwa were transported,（b）the roads 
along which earthen vessels were transported,（c）the roads along which salt was transported,（d）the 
dissemination of side-hole stone chambers constructed in multiple rooms of cut stone, and（e）several 
hypothesized land routes. I point out that an examination of these transportation routes will also 
explain the signifi cance of the existence of Kikuchijo- , which was built in the latter half of the seventh 
century after the Kofun Period. 
Foreign artifacts mostly imported from the Korean peninsula are found in the Ko- shi River 
watershed, which is the mid-Kikuchi River watershed in the sixth chronological period of keyhole 
shaped tumuli. It is thought that with these social conditions were behind the appearance of the 
The Tumuli of the Kikuchi River Watershed
TAKAKI Kyouji
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Marozuka Tomb with its abundant arms and armor.
Keywords: Marozuka Tomb, tumuli distribution, Ko-shi River, transportation routes, Kikuchijo-
